
令和4年度 専門研修（短期研修）講座

高等学校公開授業講座！授業をみて学ぶ！

体育の授業評価，授業改善について

福岡教育大学 本多 壮太郎

R4.10.13（Thu）於 福岡県立久留米高等学校

福岡県体育研究所
体研データベース，
学習指導案作成のポイント
高等学校：新学習指導要領
より

断続研修では「これまでの自身の授業実践についての
振り返り」も入れるよう提案しています



目標に準拠した評価
指導と評価の一体化

欠席・見学の
児童・生徒
への対応も
計画の中に

何ができるか
どう関わることがで

きるか

取り残す，
置いていく，

除外する
体育授業に

ならないように



育てている期間（習得，育成，涵養）

見立て，見通す期間（アセスメント）

・どのような状況であると判断されるか
・どうしてそうなのか
・どのように改善を図っていくか

児童・生徒の記述や発言，回答，動き，表情などからフィードバックをもらい，必要に
応じて改善を図るための評価（アセスメント）

・計画に基づいた ・計画の確認を ・個別の課題を
具体的手立てを ・必要やアイデア ・必要やアイデア

・計画の見直しを に応じて修正を に応じて修正を

C
努力を要する

B
おおむね満足

A
十分満足

年間計画，重点化により目標，内容，評価の観点の精選
+
1単位時間の評価機会も精選
+

ICTの活用で評価材料を効果・効率的に収集するとともに
根拠を備えた評価を

本時の「見取り」に関する協議



知識の習得・活用について

「何を，どのように学び，何ができるようになるか」
「知識」を軸にしてみます。

中学校の場合

知識と技能

知識の理解を基に運動の技能を身に付けたり，運動の技能を身に付けることで一層知識
を深めたりするなど，知識と技能を関連させて学習させること

知識と思考力，判断力，表現力等

習得した知識を用いて仲間に課題や出来映えを伝える（体つくり運動の場合は「解決の
方法を伝える」）など，学習者が習得した知識を基に解決が可能な課題の提示の仕方を
工夫すること

知識と学びに向かう力，人間性等

学習者自身が公正，協力，責任，参画，共生，健康・安全等に関する内容を「理解し，取り
組めるようにする」ことが指導の際に大切である

●意欲，思考力，運動の技能などの源

●体の動かし方や用具の操作方法など
の具体的な知識を理解することにと
どまらず，運動の実践及び生涯ス
ポーツにつながる概念や法則などの
汎用的な知識 等の定着



知識①

球技では，各型の各種目の局面ごとに技術や戦術，
作戦の名称があり，それぞれの技術，戦術，作戦に
は，攻防の向上につながる重要な動きのポイント
や安全で合理的，計画的な練習の方法があること

知識①

球技では，各型の各種目の局面ごとに技術や戦術，作戦
の名称があり，
（具体的，個別の知識）
それぞれの技術，戦術，作戦には，攻防の向上につながる
重要な動きのポイントや
（具体的，個別の知識→汎用的な知識）
安全で合理的，計画的な練習の方法があること
（方法的な知識）

技能①，②，③へ
思考・判断・表現①，②へ

汎用的な知識へ

定
位
置
に
戻
る

空
い
た
場
所
を
埋
め
る

知識②

競技会で，ゲームのルール，運営の仕方や役割に応じた
行動の仕方，全員が楽しむためのルール等の調整の仕方
があること



知識②

競技会で，ゲームのルール，運営の仕方や役割に応じた
行動の仕方，全員が楽しむためのルール等の調整の仕方
があること
（授業や単元内の具体的で，個別的なルールや運営，役
割に応じた行動の仕方，ルール等の調整方法の知識）

思考・判断・表現③へ
主体的に学習に取り組む態度②へ

汎用的な知識へ



鳥取県教育委員会（https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/295490/taiiku.pdf）

参考図書 中学校第2学年 水泳 判断基準の例（宮田，2021：71を一部修正）

知識（成り立ち，高まる体力，技術の名称・行い方のポイント）
A 教師が伝えた事項や共有した情報に自身の言葉や経験と関連した記載が見られ，汎用性のあ

る解釈がなされている。
B 教師の伝えた事項や共有した情報が概ね記載されている。
C 教師の伝えた事項や共有した情報が部分的な記載又は，誤解した解釈となっている。

→教師からの再度の発問と手立て

思考・判断・表現（解決の方法の選択）
A 自己の課題に応じて，練習方法を組み合わせたり新たに考えたりしている。
B 提供された練習方法の中から，自己の課題に応じて，泳法の習得に適した練習方法を選んで

いる。
C 自己の課題がわからなかったり，自己の課題に適した練習方法を選ぶことができなかったり

している。
→動きの局面に応じたポイントと課題を提供した資料等で再度確認してはっきりとさせ，そ

れに対応した練習方法を確認させる。

主体的に学習に取り組む態度（共生）
A 仲間の考えを否定せず，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認める発言や仲間への関わり

など，授業での安定した態度の出現が見られる。
B 一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認める発言，主体的な姿勢や意欲が観察できる。
C 一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めるなどの行動が見られない。

→皆が楽しんだり達成感を味わったりするためには，工夫や調整が求められる場合があるこ
とを再度説明し，行動を促す。



構造化
概念化

された知識

具体・個別
の知識

具体・個別
の知識

具体・個別
の知識

具体・個別
の知識

体育分野・科目における資質・能力の関係図
中村剛・福田隆太郎・杉野一昭（2012）運動や健康に関する考えを広げ深める体育科・保健体育科学習指導

平成23年度福岡県体育研究所長期派遣研究報告書: 1を一部修正

思考，判断，表現

知識態
度

技
能

表出・習得 習得・表出

体育で目指す子どもの姿
中村剛・福田隆太郎・杉野一昭（2012）運動や健康に関する考えを広げ深める体育科・保健体育科学習指導

平成23年度福岡県体育研究所長期派遣研究報告書: 1を一部修正

子どもの実態

豊かなスポーツライフを送るための
資質・能力をバランスよく身に付けた子ども

態
度

技
能

思考，判断，表現

知識 習得・表出表出・習得

学びに向かう力，人間性等 と 思考力，判断力，表現力等

【参画】作戦などを話し合う場面で，合意形成に貢献しようとすること

チームや自己の課題の解決に向けた練習方法や作戦について話し
合う場面で，対立意見がでた場合でも，仲間を尊重し相手の感情に
配慮しながら発言したり，提案者の発言に同意を示したりして建設な
話合いを進めようとすることを示している。そのため，合意形成に貢
献しようとすることは，相互の信頼関係を深めることにつながるととも
に，自己形成に役立つことを理解し，取り組めるようにする。

仲間と話し合う場面で，提示された参加の仕方に当ては
め，チームへの関わり方を見付けること



なぜ，
そうしなかればなら

ないのか

意味，理由

そうすると
どんな

いいことが
あるのか

意義，価値

どの場面で
どのように

思考，判断，表現

知識と態度の関連ワークショップ

「九州体育・保健体育ネットワーク研究会」で
行っているワークショップを一部修正して

合意形成に貢献しようとすることは

〇相互の信頼関係を深めることにつながる

〇自己形成に役立つ

生徒に理解させたい意味・意義
場面
・ゲーム前の話し合い
・ゲーム後の話し合い
・チーム活動

方法
・話し合いの進め方の

ポイント，マナーを
まとめた資料

・ICT (ジャムボード,
ロイロノート)

・ホワイトボード
・付箋

生徒が具体的に行うこと
〇練習方法や作戦について話し合う

〇相手の感情に配慮しながら発言する
・批判はしてもよいが否定はしない

〇建設的な話合いを進める
・誰かが発言したら頷く
・意見を深堀する

発問
・他者の発言に対して
どんなリアクション
をしたらその人は気
持ちよく話し合いを
進められるかな

・押し付けではなく提
案するための発言っ
てどのような発言の
仕方かな

・建設的に話し合うこ
とは お互いの人間
関係にどのような影
響があると考えるか

合意形成に貢献しようとするとは，チームや自己の課題の解決に向けた練習方法や作戦について話し合う場面で，対
立意見が出た場合でも，仲間を尊重し相手の感情に配慮しながら発言したり，提案者の発言に同意を示したりして建
設的な話合いを進めようとすることを示している。そのため，合意形成に貢献しようとすることは，相互の信頼関係を
深めることにつながるとともに，自己形成に役立つことを理解し，取り組めるようにする。

教師による場面, 方法, 発問等の計画

まとめ

大日本図書 中学校保健体育 指導計画に関する資料 より
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.dainippon-

tosho.co.jp%2Fpe%2Ffiles%2Fdoc%2Fr3_hotai_SK.docx&wdOrigin=BROWSELINK

「シンプルに深く」

どのような児童生徒が，何を，ど
のように学び，
何ができるようになるか

どのように見取り，
見通していくか

どのように改善していくか
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